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─ ”と“ ”を含む 乗り超える 意味の語であり、更に第一詩節も“ ”
音を含む脚韻（ ─ ）で締めくくられて、どこまでも こことあそこ の 架
橋 が反復強調されるとともに、しかも上の脚韻語も“ ” 花咲く に対しただの
“ ”ではなく“ ”（殊更それと）努めることなく 、即ち、極々自然のま
まの移り行きが示されている。
マラルメの方は 三連作 （ ）第二のソネを引いておこう。































そこに伸びた 一本の樹 おお 純粋な超越よ！













この ここ （ ）と かしこ （ ）の一体一如を可能とする詩空間の中ですべては
音楽として、歌として展開する ）。この 二重の国 （ ））の意味で詩的に現
実を解釈し、かつ又、この詩的現実を生きんとするリルケの詩想が現実の見方を変え、眼前
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）
）拙論 オルフォイスによせるソネット ──第一部を中心として── （大阪商業大学論集第 号、平
成元年 月）、及び オルフォイスによせるソネット 第二部論考──眼に見えぬ詩・響きの中に砕け散





ここ と かしこ を重ね ここ の中に かなた を、いや、 ここ と かしこ
の一体を見る。しかし、それを見、体感するのは ここ である。 空 を見るのは 色
を通じてしかない。大乗仏教的 色即是空空則是色 と異なるのは この世 （ ））


















薔薇 が以前のリルケの（年代的には 新詩集 及び マルテの手記 （
）以降の 危機 を踏まえての 転向 （ ））の
後で、リルケはマラルメに取り組んだようにみえる）、例えば 薔薇の水盤 （
）とも、又 薔薇の内部 （ ））などとも全く異なった性質のもの
であったことは、無論自明の前提である。














は詩人自選の 詩集 （ ）巻頭の 挨拶 （ ））の三、四行目 かく 遥かに
さかしまに 水中に没する 一群れのセイレーンの 幾つかの姿 （
）がもしも無ければ、それ以降の果敢な挑戦と探求
への言及も無く、若しくは無意味となるであろうことを考えても明らかであろう。
なお、この 詩集 掉尾のソネ 我が古書はパフォスの名の下に閉じられ…… （












かく 遥かに さかしまに 水中に没する
一群れのセイレーンの 幾つかの姿
）




）無であり、何がしかでもある“ ”は ”の“ ”を思わせる。蛇足ながら、詩句の意味
は二重、三重の層を成していて、訳はその一層にすぎない。
） 巻頭詩と最後の二詩とのこの緊密な枠構造は“ ”と“ ”の
形象によって、虚と空想の詩の想像空間の絶対性を明瞭に示している。
オルフォイスの薔薇、一輪の薔薇（藤井）
私は なおながく たぶん 心奪われて
別のもの 古のアマゾンの 焼き切られた胸を 想い続けるのだ




































































はあの 白鳥 のエートスそのものなのである。この点に関しては拙論 白鳥のソネ──マラルメ研究のた



















高きものへの信仰が観取せられるべきである（勿論リルケの 全体世界 “ ” ）
などとは違った意味合いに於いてではあるが）。その信念と心情の微妙な消息ないし機微ま
で含めて、先の美的形象あるいは象徴は考察、感得されねばならない、そのような意味にお





て 最期の歌 を歌おうとするであろうが（ 白鳥のソネ の背後の表象を考えられたい）、




先ず 同意 しない、次いで なにもの も 吐き出さない 、 告知する ものは……
） 年 月 日付 宛書簡。




”が仮にあるとしても、何ものか（ ）によって 告知 されるだけのものであり、
実際には されるだけであるから、その存在の事実の保証は全くない。のみなら












“ ”）や“ ”）などで抽象概念までもが具体的な 事物 になりきって
いる点、いわゆる 不安からの造型 （ ））の、事物の静謐かつ確
実な存在を目の前にしての安心感や、最終的には、その行く先、 第九の悲歌 の次のよう









大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）
）
） 宛て 年 月 日付け書簡。























）ここで想い合せられるのはリルケ ソネット 第二部第四歌である。先行第三歌が 鏡の中の空間 を








） 年 月 日付 宛書簡。
） 年 月 日付 宛書簡。因みに 破壊は我がベアトリーチェであった （
）と締め括られる、これに先行する述懐の数行は、 印象 の 輝き 燃焼 、そ
して 消失 による真っ 暗闇 （ ）やそのお蔭で深く立ち入り得た 絶対の暗闇
（ ）の 感覚 （ ）を語り、上の“ ”の背景の 暗闇 と考え合わ
せて、頗る示唆的である。
られているはずであるだろう。
ところで、そもそも 薔薇 というのならば 薔薇の詩人 リルケの場合、例えばフラン


















徴としての 形象 （ ）なりの内包する詩人と作品との関係性の、動的な要素もしく
はそこに含まれる動勢についてもここで一度思い出しておきたい。 オルフォイスによせる
ソネット の精神をそのまま体現した、あの の、その 友に 呼びかけられた ）最
終歌（第二部二十九番ソネット）の中の 変容のうちに出入りせよ （
）との一行に極めて明瞭に表現されているのはそもそも 芸術事
物 制作体験の消息であり、それを踏まえた ソネット の変容空間成立の秘密である。事
物を変容し自ら変容する 芸術事物 とその芸術空間の体験、その中で、万物流転、生成消
滅の 移ろい ）の真実に心を開き、 別れ を 先取 して、 留まることのない ）積極
果敢な精神のあり様、オルフォイス的空間成立の構成原理としての 来ては去る 運動のモ
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） 、なお、 オルフォイスによせるソネット 全編は早逝の乙女







ての に呼びかける初句は おお 来ては去れ （ ））であるし、続く
変容の国に出入りせよ との最終のソネットがそれを受けていることも大切である。
そのような詩想を背景としながら歌い上げられた第二部十三歌の 行目から 行目 ここ









ドゥィーノでの 悲歌 （ ）の最初の 訪れ 以来の、世界との関係





深く意識するところにこそその変容の世界も見えてくる。 純粋な連関 （ ））
も 開かれた世界 （ ））もこの変容を志し、そこへと繰り返し赴くことによって
はじめて開かれるに違いない。 変容のうちに出入りせよ の第一義はここにあるであろ
う。以上のオルフォイスに倣い 付き従う （ ）あり方とその背景たるこの世の
生の実相を美しく形象化したソネット第二部第十二歌も是非ここに引用しておきたい。
）拙論 事物と存在 ライナー・マリーア・リルケの 新詩集 、全作品中でのその位置付けについて
（ ）（大阪商業大学論集第 号、昭和 年 月）及び 変様の精神 ライナー・マリーア・リルケの
新詩集 、全作品中でのその位置付けについて （大阪商業大学論集第 号、昭和 年 月）並びに、上
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オルフォイスの薔薇、一輪の薔薇（藤井）





（ ）をもたらし ）、却って 護り （ ）ともなる ）。 の友に寄せられた
例の最終の ソネット にも きみにとって飲むのが苦ければ酒になれ （
）とある ）。そして、このような自ら滅びつつ滅びの事物を歌うとい
う心的態度こそが 呼吸 がそのまま詩作となるという、あの自由な心のあり方にも直接つ













）“ ”（ ）中、 ページ参照。
） … 、 …


















満てる自然の 使用された また鈍い 物言わぬ
蓄えの かの言いえぬ総数に
喜びの声高らかに きみを数え入れ そうして 数を滅せよ
全 ソネット 中 最も妥当する とリルケは述べたが、勿論 最も重要 の謂いでもあ




目“ ”については一言しておこう。 非在の条件 とは第一義的
には 非在 が 在 を基礎づけ条件づけるものであるとの意味ではあるけれども、同時
に、 在 は本当に 在 であるためには 非在 に向かって開かれ、これと重なるような
ものであらねばならないということでもある。 在 は 非在 より生じ、 非在 に適うも
のである限りに於いて 存在 の名に値するものとなるのである。“ ”は 条件
づけ であるとともに （それへの）条件 でもあるのである。
テクスト
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